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実 験 方 法
1 処 理 方 法




























した｡塗布には刷毛を用い,塗布回数は Tablelにも示す如 く, 1-3回とし,3回塗布は








木 材 研 究 第28号 (1962)
向に4等分し,B試片は丸太の中心線に沿って縦断した｡これらの切断面を一応乾燥させる目
的で,送風乾燥機に入れて3時間乾燥し,この切断面における浸透状況を NaFについて,ア
リザ リン･ジルコン反応で検出 測定した｡ 浸透面積は, 浸透部分を定量用折紙に複写して切
り抜き,その重量より決定し,外周よりの浸透の深さは,A試片では測定面における円周を16









A試片を外側から 3mm の巾に Fig.1に示す如 く削り
とり,綿か くくだき絶乾にした後,一定量の木粉中のフッ素
およびヒ素を定量 した｡かかる要領で順次材の中心に向って












絶乾試料 1gをクライゼソフラスコにとり, 硫酸 50ccを加え加熱する｡ 放冷後過マンガ
ン酸カリウム飽和溶液数滴を加え,希水酸化ナ トリウム液の水蒸気で水蒸気蒸留し,蒸留液が
約 300ccになるまで続ける｡ 留液を 100ccとり,アリザ リンスルフォソ酸ナ トリウム (0.5
%)3滴を加え,水酸化ナ トリウム (2%)で紅色とし,さらに紅色が消えるまで 塩 酸 を加
え,なお緩衡液 (モノクロル酢酸+水酸化ナ トリウム系) 1cc を加える｡ 滴定は N/50硝酸
トリウムで行なう｡ この場合,終点を見分け易 くするために標準液 (硝酸コバル トとクロム酸
カリウムとの溶液)の色を標準とする｡
i)ヒ素の定量
絶乾試料 1g をケルダールフラスコにとり, 過酸化水素 10ccを加え,安定した後硫酸
5ccを加えて小煩で熟する｡ 有機物が完全に分解したと認めた後,硫酸ヒドラジン0.1gと少
量の蒸留水を加え,小煩で白煙が出始めるまで熱する｡ この還元操作後残液をクライゼソフラ
ス コにとり,塩酸 100ccを分液 ロー トから滴下し蒸留を行なう｡ 蒸留液を 100ぐC とりメチ
ルオレンヂを加え,0.005-N臭素酸カリ溶液で滴定する｡
実 験 結 果 お よ び 考 察
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減少していた｡このことは3種板の薬剤について全 く同じであり,水溶性防腐剤について従来
かかる事実を報告した例がないので,拡散処理においてのみ起る特異現象か否かは明白ではな
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